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(57)【要約】
　
【課題】　ＩＤカード特にクレジット・カードの不正な
使用を阻止すること。
【解決手段】　本発明のコンピュータベースのカードは
、（ａ）平坦で薄い四角形のカード本体と、（ｂ）前記
カード本体に組み込まれた指紋スキャナ／識別装置と、
前記指紋スキャナ／識別装置は、前記コンピュータベー
スのカードの正規の所有者の指紋に関連するデータでプ
ログラムされており、（ｃ）前記カード本体に組み込ま
れたマイクロ・コンピュータと、前記マイクロ・コンピ
ュータは、前記コンピュータベースのカードの正規の所
有者の所定の個人コードからなる個人識別番号と、一定
の順序で配列されたランダムな１回使用のコード群で予
めプログラムされており、（ｄ）前記カード本体に組み
込まれた電源とを有する。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　　コンピュータベースのカードにおいて、
　　　（ａ）平坦で薄い四角形のカード本体と、
　　　（ｂ）前記カード本体に組み込まれた指紋スキャナ／識別装置と、
　　　　　　前記指紋スキャナ／識別装置は、前記コンピュータベースのカードの正規の
所有者の指紋に関連するデータでプログラムされており、
　　　（ｃ）前記カード本体に組み込まれたマイクロ・コンピュータと、
　　　　　　前記マイクロ・コンピュータは、前記コンピュータベースのカードの正規の
所有者の所定の個人コードからなる個人識別番号と、一定の順序で配列されたランダムな
１回使用のコード群で予めプログラムされており、
　　　（ｄ）前記カード本体に組み込まれた電源と、
を有する
ことを特徴とするコンピュータベースのカード。
【請求項２】
　　　（ｅ）前記カード本体に組み込まれた磁気ストリップ
をさらに有し、
　　　　　　前記磁気ストリップは、コンピュータベースのカードの正規の所有者に関連
するデータで予めプログラムされている
ことを特徴とする請求項１記載のコンピュータベースのカード。
【請求項３】
　　　（ｆ）前記マイクロ・コンピュータに記憶されているデータを表示する第１表示ス
クリーン
をさらに有する
ことを特徴とする請求項２記載のコンピュータベースのカード。
【請求項４】
　　　前記マイクロ・コンピュータは、コンピュータベースのカードの正規の所有者の顔
写真を表すデジタルデータで予めプログラムされている
ことを特徴とする請求項３記載のコンピュータベースのカード。
【請求項５】
　　　（ｇ）前記コンピュータベースのカードの正規のカード所有者の顔写真を表示する
よう構成される第２表示スクリーン
をさらに有する
ことを特徴とする請求項４記載のコンピュータベースのカード。
【請求項６】
　　　前記マイクロ・コンピュータは、クレジット・カードの番号で予めプログラムされ
ている
ことを特徴とする請求項５記載のコンピュータベースのカード。
【請求項７】
　　　前記クレジット・カードの番号は、１６桁である
ことを特徴とする請求項６記載のコンピュータベースのカード。
【請求項８】
　　　プリントされたカード番号もなく、
　　　クレジット・カードの番号表示もない
ことを特徴とする請求項６記載のコンピュータベースのカード。
【請求項９】
　　　前記指紋スキャナ／識別装置は、活性化スイッチとして機能する
ことを特徴とする請求項５記載のコンピュータベースのカード。
【請求項１０】
　　　前記指紋スキャナ／識別装置は、コンピュータベースのカードの正規の所有者の指
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紋に関連するデータと、前記指紋スキャナ／識別装置によってスキャンされた指紋に関連
するデータとを比較して、両方の指紋が、所定の確率で、同一人物に属するか否かを決定
する
ことを特徴とする請求項５記載のコンピュータベースのカード。
【請求項１１】
　　　前記マイクロ・コンピュータは、コンピュータベースのカードの正規の所有者の指
紋に関連するデータと、前記指紋スキャナ／識別装置によってスキャンされた指紋に関連
するデータとを比較して、両方の指紋が、所定の確率で、同一人物に属するか否かを決定
する
ことを特徴とする請求項５記載のコンピュータベースのカード。
【請求項１２】
　　　前記マイクロ・コンピュータは、前記個人識別番号をマイクロ・コンピュータに入
力することにより、前記マイクロ・コンピュータは、１回使用のコードを新たな１回使用
のコードで置換して、前記新たな１回使用のコードを表示し、前記新たな１回使用のコー
ドのコピーを前記磁気ストリップに記憶させる
ことを特徴とする請求項５記載のコンピュータベースのカード。
【請求項１３】
　　　（ｅ）前記カード本体に組み込まれたデジタル出力ユニット
をさらに有し、
　　　　　　前記デジタル出力ユニットは、コンピュータベースのカードの正規の所有者
に関連するデータで予めプログラムされている
ことを特徴とする請求項１記載のコンピュータベースのカード。
【請求項１４】
　　　前記マイクロ・コンピュータは、前記個人識別番号をマイクロ・コンピュータに入
力することにより、前記マイクロ・コンピュータは、１回使用のコードを新たな１回使用
のコードで置換して、前記新たな１回使用のコードを表示し、前記新たな１回使用のコー
ドのコピーを前記デジタル出力ユニットに記憶させる
ことを特徴とする請求項１３記載のコンピュータベースのカード。
【請求項１５】
　　　前記第２表示スクリーンは、少なくとも３０ピクセル×４０ピクセルのアレイを有
する
ことを特徴とする請求項５記載のコンピュータベースのカード。
【請求項１６】
　　　（ｈ）前記カード本体上に配置された視覚的なロゴと、
　　　（ｉ）前記カード本体上に配置された個人識別可視情報と
をさらに有する
ことを特徴とする請求項１５記載のコンピュータベースのカード。
【請求項１７】
　　　（ａ）　以下を含むコンピュータベースのカードを用意するステップと、
　　　　　　（ｉ）平坦で薄い四角形のカード本体と、
　　　　　　（ｉｉ）前記カード本体に組み込まれた指紋スキャナ／識別装置と、
　　　　　　　前記指紋スキャナ／識別装置は、前記コンピュータベースのカードの正規
の所有者の指紋に関連するデータでプログラムされており、
　　　　　　　前記指紋スキャナ／識別装置は、コンピュータベースのカードの正規の所
有者の指紋に関連するデータと、前記指紋スキャナ／識別装置によってスキャンされた指
紋に関連するデータとを比較して、両方の指紋が、所定の確率で、同一人物に属するか否
かを決定し、
　　　　　　　前記指紋スキャナ／識別装置は、活性化スイッチとして機能し、
　　　　　　（ｉｉｉ）前記カード本体に組み込まれた磁気ストリップと、
　　　　　　　前記磁気ストリップは、コンピュータベースのカードの正規の所有者に関
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連するデータで予めプログラムされており、
　　　　　　（ｉｖ）前記カード本体に組み込まれたマイクロ・コンピュータと、
　　　　　　　前記マイクロ・コンピュータは、前記コンピュータベースのカードの正規
の所有者の所定の個人コードからなる個人識別番号と、一定の順序で配列されたランダム
な１回使用のコード群で予めプログラムされており、
　　　　　　　前記マイクロ・コンピュータは、前記個人識別番号をマイクロ・コンピュ
ータに入力することにより、前記マイクロ・コンピュータは、１回使用のコードを新たな
１回使用のコードで置換して、前記新たな１回使用のコードを表示し、前記新たな１回使
用のコードのコピーを前記磁気ストリップに記憶させ、
　　　　　　（ｖ）前記カード本体に組み込まれた電源と、
　　　（ｂ）　前記コンピュータベースのカードを、その正規のカード所有者の指を指紋
スキャナ／識別装置に押しつけることにより、活性化するステップと、
　　　（ｃ）　個人コードをマイクロ・コンピュータに、マイクロ・コンピュータのキー
を用いて、入力するステップと、
　　　（ｄ）　前記コンピュータベースのカードを、取引に課金しようとする人に、手渡
すステップと、
　　　（ｅ）　前記コンピュータベースのカードをカードリーダで読みとらせ、クレジッ
トカード番号と一回使用の有効コードをクレジットカード会社に送信するステップと、
　　　（ｆ）　送信されたクレジットカード番号と一回使用の有効コードをクレジットカ
ード会社の記録されたデータと比較するステップと、
　　　（ｇ）　比較した結果、両者が一致した場合、取引の課金を認証するステップと
を有する
ことを特徴とする取引に際し課金をする方法。
【請求項１８】
　　　前記コンピュータベースのカードは、
　　　（ｖｉ）前記マイクロ・コンピュータ内に記憶されたデータを表示する第１表示ス
クリーン
をさらに有する
ことを特徴とする請求項１７記載の方法。
【請求項１９】
　　　（ｈ）　前記コンピュータベースのカードを活性化した後、前記第１表示スクリー
ンの上にクレジット・カードの番号と１回使用のコードとを表示するステップ
をさらに有する
ことを特徴とする請求項１８記載の方法。
【請求項２０】
　　　（ｉ）前記個人コードを前記マイクロ・コンピュータに入力した後、前記１回使用
のコードを置換し表示するステップ
をさらに有する
ことを特徴とする請求項１９記載の方法。
【請求項２１】
　　　前記コンピュータベースのカードは、
　　　（ｖｉｉ）　前記コンピュータベースのカードの正規のカード所有者の顔写真を表
示する第２表示スクリーン
をさらに有する
ことを特徴とする請求項１７記載の方法。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　　本発明は、クレジット・カード、パスポート、ＩＤカード等のセキュリティに関し
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、特にコンピュータベースのクレジット・カードに関する。
【背景技術】
【０００２】
　　　クレジット・カードの個人情報の窃盗による不正使用により、クレジット・カード
所有者、クレジット・カードを取り扱い課金する会社、クレジット・カード会社が多大な
損害を被っている。
【０００３】
　　　他人の個人情報（ＩＤ）の窃盗を防止することは、最重要課題である。この為、多
種多様な手段および方法が長年に渡り開発されてきた。技術進歩による解決方法は、クレ
ジット・カードと小型の技術要素を具備する他のＩＤカードとの組み合わせ、生体認証（
例、指紋の照合等）のセンサ、適宜のソフトウェアを搭載したデジタル計算ハードウェア
、さらにはクレジット・カードで従来から使用されている認証手段（例、署名および個人
情報を含む磁気ストリップ等）を用いる。バイオセンサを有するバイオ認証カードおよび
ユーザーの認証方法は、特許文献１に開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許公開第２００６０１００７０６７号明細書
【０００５】
　　　図１は、従来の生体認証カード２０の一実施例の斜視図である。生体認証カード２
０の一態様は、バイオセンサ２１と、メモリ（図示せず）と、マイクロ・プロセッサ（図
示せず）とを有するＩＤカードに関連する。バイオセンサ２１は、認証されたユーザーか
ら生体特徴痕跡（signature biometric characteristic）を収集する。メモリは、この生
体特徴痕跡を記憶する。マイクロ・プロセッサは、バイオセンサ２１とメモリに接続され
ている。マイクロ・プロセッサは、メモリから生体特徴痕跡を取り出し、この生体特徴痕
跡とバイオセンサ２１から取得した生体特徴サンプルとの比較を行う。生体認証カード２
０は、表示スクリーン２２を有する。この表示スクリーン２２は、カウントダウン２４を
表示する。カウントダウン２４は、表示されたパスワード２５が有効である残り時間を示
す。キーボード２３がマイクロ・プロセッサと通信するユーザー・インターフェースを提
供する。
【０００６】
　　　従来技術は、クレジット・カードの所有者、クレジット・カードに課金する会社、
クレジット・カード会社のセキュリティを、現在の巧妙なレベルの不正使用に対し十分保
護するセキュリティ手段あるいはセキュリティ方法を開示していない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　　　ＩＤの窃盗を困難にし、一般にＩＤカード特にクレジット・カードに対し、不正な
行為を行うのを阻止する必要性がある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　　　本発明によれば、本発明のコンピュータベースのカードは、（ａ）平坦で薄い四角
形のカード本体と、（ｂ）前記カード本体に組み込まれた指紋スキャナ／識別装置と、前
記指紋スキャナ／識別装置は、前記コンピュータベースのカードの正規の所有者の指紋に
関連するデータでプログラムされており、（ｃ）前記カード本体に組み込まれたマイクロ
・コンピュータと、前記マイクロ・コンピュータは、前記コンピュータベースのカードの
正規の所有者の所定の個人コードからなる個人識別番号と、一定の順序で配列されたラン
ダムな１回使用のコード群で予めプログラムされており、（ｄ）前記カード本体に組み込
まれた電源とを有する。
【０００９】
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　　　本発明の一実施例によれば、本発明のコンピュータベースのカードは、（ｅ）前記
カード本体に組み込まれた磁気ストリップをさらにし、前記磁気ストリップは、コンピュ
ータベースのカードの正規の所有者に関連するデータで予めプログラムされている。
【００１０】
　　　本発明の一実施例によれば、本発明のコンピュータベースのカードは、（ｆ）前記
マイクロ・コンピュータに記憶されているデータを表示する第１表示スクリーンをさらに
有する。
【００１１】
　　　本発明の一実施例によれば、前記マイクロ・コンピュータは、コンピュータベース
のカードの正規の所有者の顔写真を表すデジタルデータで予めプログラムされている。
【００１２】
　　　本発明の一実施例によれば、本発明のコンピュータベースのカードは、（ｇ）前記
コンピュータベースのカードの正規のカード所有者の顔写真を表示するよう構成される第
２表示スクリーンをさらに有する。
【００１３】
　　　本発明の一実施例によれば、前記マイクロ・コンピュータは、クレジット・カード
の番号で予めプログラムされている。
【００１４】
　　　本発明の一実施例によれば、前記クレジット・カードの番号は、１６桁である。
【００１５】
　　　本発明の一実施例によれば、本発明のコンピュータベースのカードは、プリントさ
れたカード番号もなく、クレジット・カードの番号表示もない。
【００１６】
　　　本発明の一実施例によれば、前記指紋スキャナ／識別装置は、活性化スイッチとし
て機能する。
【００１７】
　　　本発明の一実施例によれば、前記指紋スキャナ／識別装置は、コンピュータベース
のカードの正規の所有者の指紋に関連するデータと、前記指紋スキャナ／識別装置によっ
てスキャンされた指紋に関連するデータとを比較して、両方の指紋が、所定の確率で、同
一人物に属するか否かを決定する。
【００１８】
　　　本発明の一実施例によれば、前記マイクロ・コンピュータは、前記個人識別番号を
マイクロ・コンピュータに入力することにより、前記マイクロ・コンピュータは、１回使
用のコードを新たな１回使用のコードで置換して、前記新たな１回使用のコードを表示し
、前記新たな１回使用のコードのコピーを前記磁気ストリップに記憶させる。
【００１９】
　　　本発明の一実施例によれば、本発明のコンピュータベースのカードは、（ｅ）前記
カード本体に組み込まれたデジタル出力ユニットをさらに有し、前記デジタル出力ユニッ
トは、コンピュータベースのカードの正規の所有者に関連するデータで予めプログラムさ
れている。
【００２０】
　　　本発明の一実施例によれば、前記マイクロ・コンピュータは、前記個人識別番号を
マイクロ・コンピュータに入力することにより、前記マイクロ・コンピュータは、１回使
用のコードを新たな１回使用のコードで置換して、前記新たな１回使用のコードを表示し
、前記新たな１回使用のコードのコピーを前記デジタル出力ユニットに記憶させる。
【００２１】
　　　本発明の一実施例によれば、前記第２表示スクリーンは、少なくとも３０ピクセル
×４０ピクセルのアレイを有する。
【００２２】
　　　本発明の一実施例によれば、本発明のコンピュータベースのカードは、（ｈ）前記
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カード本体上に配置された視覚的なロゴと、（ｉ）前記カード本体上に配置された個人識
別可視情報とをさらに有する。
【００２３】
　　　本発明の一実施例によれば、本発明のコンピュータベースのカードを用いて取引に
際し課金をする方法は、（ａ）　以下を含むコンピュータベースのカードを用意するステ
ップと、（ｉ）平坦で薄い四角形のカード本体と、（ｉｉ）前記カード本体に組み込まれ
た指紋スキャナ／識別装置と、前記指紋スキャナ／識別装置は、前記コンピュータベース
のカードの正規の所有者の指紋に関連するデータでプログラムされており、前記指紋スキ
ャナ／識別装置は、コンピュータベースのカードの正規の所有者の指紋に関連するデータ
と、前記指紋スキャナ／識別装置によってスキャンされた指紋に関連するデータとを比較
して、両方の指紋が、所定の確率で、同一人物に属するか否かを決定し、前記指紋スキャ
ナ／識別装置は、活性化スイッチとして機能し、（ｉｉｉ）前記カード本体に組み込まれ
た磁気ストリップと、前記磁気ストリップは、コンピュータベースのカードの正規の所有
者に関連するデータで予めプログラムされており、（ｉｖ）前記カード本体に組み込まれ
たマイクロ・コンピュータと、前記マイクロ・コンピュータは、前記コンピュータベース
のカードの正規の所有者の所定の個人コードからなる個人識別番号と、一定の順序で配列
されたランダムな１回使用のコード群で予めプログラムされており、前記マイクロ・コン
ピュータは、前記個人識別番号をマイクロ・コンピュータに入力することにより、前記マ
イクロ・コンピュータは、１回使用のコードを新たな１回使用のコードで置換して、前記
新たな１回使用のコードを表示し、前記新たな１回使用のコードのコピーを前記磁気スト
リップに記憶させ、（ｖ）前記カード本体に組み込まれた電源と、（ｂ）　前記コンピュ
ータベースのカードを、その正規のカード所有者の指を指紋スキャナ／識別装置に押しつ
けることにより、活性化するステップと、（ｃ）　個人コードをマイクロ・コンピュータ
に、マイクロ・コンピュータのキーを用いて、入力するステップと、（ｄ）　前記コンピ
ュータベースのカードを、取引に課金しようとする人に、手渡すステップと、（ｅ）　前
記コンピュータベースのカードをカードリーダで読みとらせ、クレジットカード番号と一
回使用の有効コードをクレジットカード会社に送信するステップと、（ｆ）　送信された
クレジットカード番号と一回使用の有効コードをクレジットカード会社の記録されたデー
タと比較するステップと、（ｇ）　比較した結果、両者が一致した場合、取引の課金を認
証するステップとを有する。
【００２４】
　　　本発明の一実施例によれば、前記コンピュータベースのカードは、（ｖｉ）前記マ
イクロ・コンピュータ内に記憶されたデータを表示する第１表示スクリーンをさらに有す
る。
【００２５】
　　　本発明の一実施例によれば、本発明のコンピュータベースのカードを用いて取引に
際し課金をする方法は、（ｈ）前記コンピュータベースのカードを活性化した後、前記第
１表示スクリーンの上にクレジット・カードの番号と１回使用のコードとを表示するステ
ップをさらに有する。
【００２６】
　　　本発明の一実施例によれば、本発明のコンピュータベースのカードを用いて取引に
際し課金をする方法は、（ｉ）前記個人コードを前記マイクロ・コンピュータに入力した
後、前記１回使用のコードを置換し表示するステップをさらに有する。
【００２７】
　　　本発明の一実施例によれば、前記コンピュータベースのカードは、（ｖｉｉ）　前
記コンピュータベースのカードの正規のカード所有者の顔写真を表示する第２表示スクリ
ーンをさらに有する。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】従来技術に係る生体認証カードの斜視図。
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【図２】本発明の一実施例によるコンピュータベースのクレジット・カードの上面図。
【図３】本発明の一実施例によるコンピュータベースのクレジット・カードの操作を行う
方法のフローチャート。
【図４ａ】図３のフローチャートの一部を表すフローチャート。
【図４ｂ】図３のフローチャートの一部を表すフローチャート。
【図４ｃ】図３のフローチャートの一部を表すフローチャート。
【発明を実施するために形態】
【００２９】
　　　本発明は、セキュリティ・カード、特にコンピュータベースの（クレジット・）カ
ードに関する。他人の個人情報（ＩＤ）の窃盗を防止することは、重要なことである。こ
の為、多種多様な手段および方法が長年に渡り開発されてきた。しかし、依然としてこの
ような防止手段を破る多くの事例が存在する。例えば、ＩＤの窃盗、偽造したあるいは盗
んだパスポートを用いて入国するような様々な違法行為、盗んだあるいは偽造したクレジ
ット・カードで一時的な取引を行うケースである。
【００３０】
　　　本発明によれば、様々な手段のセキュリティは、ＩＤの窃盗を極端に困難にしたり
、不正行為を阻止するような手段と方法を組み合わせることにより、さらに向上する。こ
のような不正防止手段は磁気ストリップを含む。この磁気ストリップは、認証を実行する
為に、正規の所有者のＩＤの詳細（例、名前、ＩＤ番号、誕生日、性別等）を含む。更に
制御手段および生体認証のような付加的な認証手段も含む。特に、指紋による認証や１回
使用のコード（符号）の生成用マイクロ・コンピュータがあり、これらは、磁気ストリッ
プあるいはデジタル出力ユニットに記憶されている。
【００３１】
　　　図２は、本発明の第１実施例のコンピュータベースのクレジット・カード１００を
示す。同図に示す磁気ストリップ１は、正規のカード所有者の個人情報を含む。例えば、
国籍、居住都市、姓、名、さらなる詳細情報（例、クレジットカード番号、銀行支店番号
、口座番号等）と複数の数字列（例、３桁の数字）とを含む。この３桁の数字は、課金毎
に変わる１回使用のコードとして機能する。
【００３２】
　　　本発明の他の実施例によれば、クレジット・カード１００は、デジタル出力ユニッ
トを有する。このデジタル出力ユニットに、１回使用のコード情報がデジタルデータとし
て転送され、これにより指定されたデジタルカード・リーダでデータを読み取ることがで
きる。
【００３３】
　　　１回使用のコードの詳細は、カードには示されていないが、クレジット・カード会
社のデータベースに記録されている。
【００３４】
　　　クレジット・カード１００のマイクロ・コンピュータ４は、メモリ（図示せず）を
有する。このメモリに、各クレジット・カード１００に独自の数千のランダムな１回使用
コードを特定の順で記憶する。これと同一順に配列されたランダム符号の同じ列が、クレ
ジット・カード会社のコンピュータメモリに記憶され、取引に際し両者を比較し、これに
より取引を認証する。
【００３５】
　　　クレジット・カード１００は、生体認証センサを有する。この生体認証センサは、
第１実施例では指紋スキャナである。指紋スキャナ／識別装置２は、クレジット・カード
１００を活性化する手段として機能する。クレジット・カード１００は、一旦活性化され
ると、所定の時間（例、２分間）活性／能動状態を維持する。
【００３６】
　　　クレジット・カード１００が活性化されると、正規のカード所有者の顔写真が第２
表示スクリーン７に表示される。
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【００３７】
　　　第２表示スクリーン７は、人の顔の写真を識別可能に表示できる程度の解像度を有
する。例えば、この解像度は、ｎ×ｍ（ｎ＝３０、ｍ＝４０）ピクセル以上である。
【００３８】
　　　クレジット・カード１００は、マイクロ・コンピュータ４を有する。このマイクロ
・コンピュータ４は、第１表示スクリーン５を有する。クレジット・カード１００が活性
化あるいは再度活性化される（例、指紋スキャナ／識別装置２に指を押し当てる）と、マ
イクロ・コンピュータ４は、クレジット・カード１００を取引の為に用いない場合には、
計算機としても使用できる。クレジット・カード１００を取引を行うためクレジット・カ
ードとしての使用を可能とするために、ユーザーは、個人識別番号（ＰＩＮ）を入力しな
ければならない。この個人識別番号は、クレジット・カード１００の正規のカード所有者
の一定の個人コードである。このＰＩＮを入力すると、第１表示スクリーン５は、１回使
用のコードを表示する。この１回使用のコードは、３桁、４桁あるいはそれ以上の桁の（
数字の）組み合わせであり、これは取引を行うために、１回のみ使用でき、入力後直ちに
新たな１回使用のコードで置換される。前の１回使用のコードは、使用した最後のもので
ある。カードで取引を実行する前に、クレジット・カード１００を最初に活性化するため
には、任意の所定の１回使用のコード、例えば、「０００」が表示される。
【００３９】
　　　クレジット・カード１００は、電源６を有する。この電源６は、電池、太陽電池（
バッテリの存否を問わない）、あるいは他の適宜の電源である。クレジット・カード１０
０は、個人識別情報（例、正規のカード所有者の身長と目の色等）の固定表示８を有する
。さらにクレジット・カード１００は、クレジット・カード会社のロゴ３を有する。
【００４０】
　　　クレジット・カード１００は、従来のクレジット・カード番号をマイクロ・コンピ
ュータ４のメモリ内に記憶する。この番号は、磁気ストリップ１の上に、必要によっては
、デジタル出力ユニット９内に記憶される。従来のクレジット・カード番号は、１６桁で
、所定の制限時間間隔で第１表示スクリーン５の上に表示される。かくしてクレジット・
カード上にクレジット・カード番号を表示する必要はない。これは、クレジット・カード
のセキュリティのレベルを上げるため、クレジット・カードで一般に使われている手法で
ある。
【００４１】
　　　クレジット・カード１００の構成要素は、電子回路、データ・パスウェイ(図示せ
ず)により相互接続される。
【００４２】
　　　クレジット・カード１００の全ての構成要素は、一体となった機械構造を有する。
それらが直接相互接続されるか一体に形成されるかを問わずない。また構成要素は、カー
ド本体１０に搭載されるか一体に構成される。
【００４３】
　　　第１表示スクリーン５は、銀行口座の貸借情報と１回使用のコードを、動作サイク
ルの終了時に生成した後、示す。
【００４４】
　　　本発明の一実施例により、正規のカード所有者によるクレジット・カード１００の
使用方法を示す。
【００４５】
　　　正規のカード所有者は、以下のステップを実行する。
【００４６】
　　　第１ステップ：クレジット・カード１００の正規のカード所有者は、指で指紋スキ
ャナ／識別装置２を押して、クレジット・カード１００を駆動する。しかし、取引に課金
する準備はできていない。
【００４７】
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　　　即ち、指紋スキャナ／識別装置２は、活性ボタンとして機能し、クレジット・カー
ド１００をオン・モードに切り替える。このオン・モードは、所定の時間（例、２分間）
継続する。
【００４８】
　　　クレジット・カード１００の活性化は、他人の指でさらには類似物で、指紋スキャ
ナ／識別装置２を押してもできるが、正規のカード所有者の指紋が認識されないと、その
後の動作は継続しない。
【００４９】
　　　クレジット・カード１００が活性化されると、情報は、第１表示スクリーン５に、
横に次のように表示される。
【００５０】
　　　第１表示行は、銀行により設定されたクレジット・カードの正規のカード所有者の
ライン（限度額）である。
【００５１】
　　　第２表示行は、正規のカード所有者が使える残高を示す。
【００５２】
　　　例えば、クレジットライン（貸出し／取引限度額）が２万ドルで、正規のカード所
有者がこれまでに５千ドル使用した場合には、第１表示行は２万ドルを、第２表示行は１
万５千ドルを示す。第３表示行は、クレジット・カードの番号（通常１６桁）と３桁（ク
レジット・カード１００に表示される最後の１回使用のコード）を示す。
【００５３】
　　　この表示は、ベンダー（売り主側）が、クレジット・カードを非活性化する前に、
必要な動作の全てを完了できない場合に必要である。この表示により、ベンダーは、指紋
スキャナ／識別装置２を押して、クレジット・カードを再度活性化し、課金プロセスを継
続する。課金が行われなかった場合には、正規のカード所有者は、取引を行うために表示
された最後の１回使用のコードの使用を阻止するコマンドを入力できる。
【００５４】
　　　これらの表示の例は、本発明の一実施例であり、これに限定されない。
【００５５】
　　　第２ステップ：マイクロ・コンピュータ４のキーを用いて、ＰＩＮコードを入力す
る。このＰＩＮ（個人識別番号）コードは、クレジット・カード１００の正規のカード所
有者の一定個人コードである。ＰＩＮが入力されると、１回使用コードが置換されて、新
たな３桁の数字が、前の１回使用コードの代わりに、第３表示行の終わりに表示される。
更にマイクロ・コンピュータ４は、その新たな１回使用のコードをアナログデータとして
磁気ストリップ１に送信する、他の実施例では、デジタルデータとして、デジタル出力ユ
ニット９に送る。後者の場合、デジタルカード・リーダの使用が必要である。
【００５６】
　　　磁気ストリップ１は、一定のデータ（例、正規のカード所有者の市、国、名前、Ｉ
Ｄ番号、クレジット・カード１００で引き落とされる銀行の口座番号）を含む。
【００５７】
　　　クレジット・カードの番号と１回使用のコードの番号の可視表示は、取引を行う場
合に必要である。例えば、電話による取引、インターネットによる取引、カードから直接
データが読み出せずにカード・リーダにより読み出す他の取引に必要である。
【００５８】
　　　第３ステップ：クレジット・カード１００をベンダーあるいは課金者に手渡す。
【００５９】
　　　第４ステップ：クレジット・カード１００をカード・リーダで読み取らせる。通常
１９桁の番号（クレジット・カードの番号（１６桁）と１回使用の有効コード（３桁））
が、クレジット・カード会社に転送される。転送されたデータとクレジット・カード会社
の記録等の一致が、取引の認証に必要である。多くの組み合わせ（例、２千桁の数字組み
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合わせ）が、１回使用のコードとして機能するが、ランダムに生成され、クレジット・カ
ード会社のコンピュータ・メモリとマイクロプロセッサ４のメモリに、両方の記録装置上
に同一の順番で記憶されている。
【００６０】
　　　前述したように、クレジット・カード１００は、次の３種類の数字を用いる。
　　　（ａ）クレジット・カードの番号、通常１６桁のコード。
　　　（ｂ）個人識別番号（ＰＩＮ）、通常３桁または４桁のコード。
　　　　　　これら両方のコードとも、マイクロ・コンピュータ４のメモリ内に記憶され
、その後、クレジット・カード１００が正規のカード所有者に発行される。特別な場合を
除いて、クレジット・カード１００を使用されている限り、変更されることはない。
　　　（ｃ）１回使用のコード、ランダムに生成された３桁のコード。
【００６１】
　　　クレジット・カード１００は、ユーザーの銀行口座を管理せず、またその銀行の支
店との通信も必要としない。
【００６２】
　　　そのコンピュータベースのクレジット・カードが提供する高レベルのセキュリティ
を崩さないために、コンピュータベースのクレジット・カードは、通信モデムを含まない
。
【００６３】
　　　クレジット・カード１００を実際に使用することなく、課金されるさらなる取引の
場合には、クレジット・カード１００の残高を手動で更新できる。
【００６４】
　　　例えば、クレジット・カード会社がチャージした場合（例、金利の変更）である。
クレジットラインは、手動では変更できない（クレジット・カード会社または銀行のみが
変更できる）。
【００６５】
　　　図３は、本発明の一実施例のクレジット・カード１００の操作を表すフローチャー
トである。
【００６６】
　　　図のフローチャートの枠は、以下の通りである。
　　　四角形の枠は、プロセスまたは状態を表す。
　　　菱形は、判断／決定を表す。
【００６７】
　　　図３の点線の３つの領域ａ、ｂ、ｃは、それぞれ本発明の操作の特定の部分のみを
示す。
【００６８】
　　　図４ａ―４ｃは、図３のフローチャートの一部を分けて示す。図３は、各四角形と
菱形に番号を付しただけで、その中に示された番号は、符号の説明に記載したとおりであ
る。
【００６９】
　　　以上の説明は、本発明の一実施例に関するもので、この技術分野の当業者であれば
、本発明の種々の変形例を考え得るが、それらはいずれも本発明の技術的範囲に包含され
る。特に、本発明の実施例の説明では、「コンピュータベースのクレジットカード」を例
に説明しているが、特許請求の範囲では、単に「コンピュータベースのカード」としてい
る。これは、特許請求の範囲では、ＩＤカード、パスポート等の「クレジットカード」以
外のカードも含むことを意図する。特許請求の範囲の構成要素の後に記載した括弧内の番
号は、図面の部品番号に対応し、発明の容易なる理解の為に付したものであり、発明を限
定的に解釈するために用いてはならない。また、同一番号でも明細書と特許請求の範囲の
部品名は必ずしも同一ではない。これは上記した理由による。
【符号の説明】
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１　　磁気ストリップ
２　　指紋スキャナ／識別装置
３　　ロゴ
４　　マイクロ・コンピュータ
５　　第１表示スクリーン
６　　電源
７　　第２表示スクリーン
８　　個人識別情報
９　　デジタル出力ユニット
２０　生体認証カード
２１　バイオセンサ
２２　表示スクリーン
２３　キーボード
２４　表示されたカウントダウン
２５　表示されたパスワード
１００　コンピュータベースのクレジット・カード
１０１　コンピュータベースのカードは、スタンバイ・モードにあり、「指紋識別」機能
が活性化されている。
１０２　識別する為に指を置く。
１０３　指紋が同定されたかを決定する。
１０４　スタンバイ・モードに戻る。
１０５　コンピュータベースのカードが活性化され、正規のカード所有者の写真がそのコ
ンピュータベースのカード上に表示され、マイクロ・コンピュータが活性化される。
１０６　タイマーが活性化され、所定の時間後、コンピュータベースのカードがスタンバ
イ・モードに戻る。
１０７　データを認証する為に、磁気ストリップがスキャナーでスキャンされる。
１０８　磁気ストリップのデータと一致があるかを決定する。
１０９　所定の個人識別番号（ＰＩＮ）を入力する。
１１０　所定のＰＩＮとの一致があるか決定する。
１１１　１回使用のコードを入力する。
１１２　１回使用のコードとの一致があるかを決定する。
１１３　取引を実行する。
１１４　新たな１回使用コードを生成し、それをマイクロ・コンピュータのディスプレイ
である第１表示スクリーンに表示する。
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